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図2　シクロデキストリン（CD）吸着剤を用いた汚染油中の
PCB除去・回収と吸着剤リサイクルの模式図。

オイル中の有害物質を効率的に完全除去・回収できる革新的
植物性吸着剤の開発
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絶縁油中に混入したポリ塩化ビフェニル（PCB）
や食用油中に含まれるトランス脂肪酸など、オイ
ル中に混入した有害物質の除去は、安全・安心
で持続可能な社会を実現するために、我が国の
みならず世界規模で早急に解決すべき課題であ
る。しかし、有効な技術は未だ開発されていない。

非極性場でのシクロデキストリンホスト分
子による分子認識化学の確立
植物由来の環状オリゴ糖‘シクロデキストリン’を適
切に化学修飾することで、非極性溶媒ならびにオ
イル中のゲスト分子を効果的に包接できることを見
出し、その包接錯体の構造と形成メカニズムを明ら
かにした。これらの結果をもとに、これまで未踏の
学問領域であった、‘非極性場でのシクロデキストリ
ンホスト分子による分子認識化学’を確立した。

オイル中の有害物質除去・回収の基礎技
術確立
絶縁油中に混入した有害なポリ塩化ビフェニル

（PCB）をほぼ完全に除去・回収できる植物性吸
着剤の開発に成功した。さらに、それを用いたPCB
除去・回収の基礎技術を確立した。また、食用
油中に含まれる有害なトランス脂肪酸成分を効果
的に除去できる植物性吸着剤の開発にも成功し
た。本研究者は最近、オイル中に混入したPCBを効

果的に除去できる植物性吸着剤の開発に世界
で初めて成功した。本研究では、この革新的技
術をもとに、これまで不可能とされてきた汚染オイ
ル中からの有害物質の除去・回収を実現できる
吸着剤の設計と開発を目的とする。

代表論文：J. Am. Chem. Soc., 135, 3371－3374, 
(2013)
特許出願：特願2012-152416「シクロデキストリンポリ
マーを用いた残留性有機汚染物質の選択固着方法」

（2012 年 7 月 ）、PCＴ出 願 PCT/JP2013/067823
（2013年6月）、特願2012-105307「媒体に含有される
ハロゲン化芳香族化合物の選択的固着剤及び選択固着
方法」（2012年5月）
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本研究で開発した吸着剤を用いることで、オ
イル中の有害物質を安全かつ効率的に除去
できることから、地球上に残留するPCB汚染
油の全廃、安全な食用油の供給とリサイクル

が可能となり、安全・安心で持続可能な社会
の実現に大きく貢献できる。また、本技術は
水や大気などの地球環境汚染問題の解決に
も役立つと期待できる。

図１　ベンゼン中で形成されたβ-シクロデキストリン誘導体
（TIPS-β-CD）–ピレン包接錯体の単結晶X線構造解析図。


